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(54)【発明の名称】 電子内視鏡システム

(57)【要約】
【課題】  録画機能を備える電子内視鏡システムにおい
て無駄な録画処理を防止する。
【解決手段】  画像ファイリング装置における録画開始
後、時間経過を示す変数ｔに「０」をセットし（Ｓ１０
２）、スコープが画像信号処理ユニットに接続されてい
るかチェックする（Ｓ１０４）。所定の時間ｓ経過した
ら変数ｔの値に時間ｓを加算する（Ｓ１０８）。時間ｓ
の経過は、画像信号処理装置のシステムコントローラの
ＣＰＵのクロックの周期に合わせて判断する。変数ｔの
値を閾値αと比較する（Ｓ１１０）。閾値αは例えば５
秒にセットする。変数ｔが閾値αを超えており、スコー
プが画像処理信号ユニットから外されている状態（接続
が解除されている状態）が５秒を超える場合は、手技が
終了していると判断し、画像ファイリング装置へ録画処
理を停止するファイリングコントロール信号を送出する
（Ｓ１１２）。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  スコープと、
前記スコープが接続される画像信号処理ユニットと、
前記画像信号処理ユニットにより処理された画像信号を
記録する画像信号記録ユニットと、
使用者による前記スコープ操作の終了を判断する判断手
段と、
前記判断手段により前記スコープ操作が終了したと判断
されたら、前記画像信号記録ユニットにおける前記画像
信号の記録処理を停止させる記録停止手段とを備えるこ
とを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項２】  前記判断手段及び前記記録停止手段は、
前記画像信号処理ユニットに設けられることを特徴とす
る請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項３】  前記判断手段は、被観察体を照射するた
めの光源が消灯されている状態が所定時間を超える場
合、前記スコープ操作の終了と判断することを特徴とす
る請求項２に記載の電子内視鏡システム。
【請求項４】  前記判断手段は、前記スコープと前記画
像信号処理ユニットとの接続が解除された状態が所定時
間を超える場合、前記スコープ操作の終了と判断するこ
とを特徴とする請求項２に記載の電子内視鏡システム。
【請求項５】  前記判断手段は、前記スコープからの伝
送信号の送出停止により前記接続状態の解除を検知する
ことを特徴とする請求項４に記載の電子内視鏡システ
ム。
【請求項６】  前記記録停止手段は、前記画像信号記録
ユニットに、画像記録停止のコントロール信号を送出す
ることを特徴とする請求項２に記載の電子内視鏡システ
ム。
【請求項７】  前記判断手段及び前記記録停止手段は、
前記画像信号記録ユニットに設けられることを特徴とす
る請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項８】  前記判断手段は、前記画像信号処理ユニ
ットとの通信が中断された状態が所定時間を超えると前
記スコープ操作が終了したと判断することを特徴とする
請求項７に記載の電子内視鏡システム。
【請求項９】  前記判断手段は、前記画像信号処理ユニ
ットからの前記画像信号の受信の停止を、前記画像信号
処理ユニットとの通信の中断と判断することを特徴とす
る請求項８に記載の電子内視鏡システム。
【請求項１０】  前記判断手段は、前記画像信号処理ユ
ニットからのコントロール信号の受信の停止を、前記画
像信号処理ユニットとの通信の中断と判断することを特
徴とする請求項８に記載の電子内視鏡システム。
【請求項１１】  撮像のための固体撮像素子を有するス
コープが接続され、
前記固体撮像素子により得られる被観察体の画像情報を
処理し、前記画像情報を記録する画像信号記録ユニット
に前記画像情報を送出する電子内視鏡の画像信号処理ユ*
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*ニットであって、
前記スコープの接続の解除を検知する検知手段と、
前記検知手段により検知される前記スコープの接続の解
除の状態が所定の時間を超える場合、前記画像信号記録
ユニットにおける前記画像信号の記録を停止させるコン
トロール信号を前記画像信号処理ユニットに送出する記
録停止手段を備えることを特徴とする電子内視鏡の画像
信号処理ユニット。
【請求項１２】  スコープにより撮像された画像情報を
処理する画像信号処理ユニットに接続される、電子内視
鏡の画像信号記録ユニットであって、
前記画像信号処理ユニットから送出される前記画像情報
を所定の記録媒体に記録する画像信号記録手段と、
前記画像信号処理ユニットとの通信が中断された状態が
所定の時間を超える場合、前記画像信号記録手段による
前記画像情報の記録を停止する画像記録停止手段とを備
えることを特徴とする電子内視鏡の画像信号記録ユニッ
ト。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電子内視鏡システ
ムにおける画像データの記録処理に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、医療現場で用いられる電子内視鏡
装置のスコープの先端側には、ＣＣＤ（charge coupled
 device）イメージセンサ等の固体撮像素子が対物レン
ズと組み合わされた撮像部が設けられている。また、ス
コープ内には光ファイバー束から成る照明用のライトガ
イドが挿通されている。スコープが画像信号処理ユニッ
トに接続されると、ライトガイドは画像信号処理ユニッ
ト内に設けられたキセノンランプやハロゲンランプ等の
照明用光源と光学的に接続される。この照明用光源から
射出された光はライトガイドによりスコープの先端に導
かれ、ライトガイドの出射端近傍に設けられた配光レン
ズを介してスコープよりＣＣＤイメージセンサ受光面の
前方の被観察体に照射される。
【０００３】スコープの先端部が患者の体腔内に挿入さ
れると、ライトガイドにより照射された観察部位が対物
レンズによりＣＣＤイメージセンサの受光面に結像さ
れ、画素信号として光電変換される。ＣＣＤイメージセ
ンサにより得られた画素信号は画像信号処理ユニットに
送られ、画像信号処理ユニット内で画素信号に基づいて
ビデオ信号が作成される。ビデオ信号は画像信号処理ユ
ニットからＴＶモニタに出力され、光学的被観察像がＴ
Ｖモニタ装置に表示される。
【０００４】一方、観察部位の画像を静止画像あるいは
動画像として記録保存するために、画像信号処理ユニッ
トに画像ファイリング装置が接続される。画像信号処理
ユニットで作成されたビデオ信号は上述のＴＶモニタに
出力されると共に、画像ファイリング装置に送られる。
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画像ファイリング装置で動画像としての画像録画が開始
されると、画像信号処理ユニットから送られたビデオ信
号が動画データとして画像ファイリング装置に具備され
たハードディスク等の記録装置に格納される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】画像録画の開始及び停
止は、例えばスコープの操作部に設けられた所定のボタ
ンを使用者が手動で操作することにより行なわれる。従
って、体腔内の観察が終了したにもかかわらず、使用者
が録画停止の操作を怠ると、スコープを体腔内から抜き
出した後も画像ファイリング装置における録画処理が続
けられ、必要のない画像までが画像ファイリング装置の
ハードディスクに記録されることになる。一般的に動画
はそのデータ量が大きいので、静止画に比べてハードデ
ィスクの記憶容量を浪費する。従って、使用者が画像録
画の停止を怠ると画像ファイリング装置のハードウエア
資源を無駄に浪費してしまうという問題がある。
【０００６】本発明は、以上の問題を解決するものであ
り、録画機能を備える電子内視鏡システムにおいて無駄
な録画処理を防止することを目的としている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明に係る電子内視鏡
システムは、スコープと、スコープが接続される画像信
号処理ユニットと、画像信号処理ユニットにより処理さ
れた画像信号を記録する画像信号記録ユニットと、使用
者によるスコープ操作の終了を判断する判断手段と、判
断手段によりスコープ操作が終了したと判断されたら、
画像信号記録ユニットにおける画像信号の記録処理を停
止させる記録停止手段とを備えることを特徴とする。
【０００８】判断手段及び記録停止手段は、画像信号処
理ユニットに設けられ、判断手段は、例えば、被観察体
を照射するための光源が消灯されている状態が所定時間
を超える場合、スコープ操作の終了と判断する。
【０００９】また、判断手段は、例えば、スコープと画
像信号処理ユニットとの接続が解除された状態が所定時
間を超える場合、スコープ操作の終了と判断し、好まし
くは、判断手段は、スコープからの伝送信号の送出停止
により接続状態の解除を検知する。
【００１０】好ましくは、記録停止手段は、画像信号記
録ユニットに、画像記録停止のコントロール信号を送出
する。
【００１１】判断手段及び記録停止手段は、選択的に、
画像信号記録ユニットに設けられ、判断手段は、例え
ば、画像信号処理ユニットとの通信が中断された状態が
所定時間を超えるとスコープ操作が終了したと判断す
る。
【００１２】判断手段は、例えば、画像信号処理ユニッ
トからの画像信号の受信の停止を、画像信号処理ユニッ
トとの通信の中断と判断する。
【００１３】また、判断手段は、例えば、画像信号処理
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ユニットからのコントロール信号の受信の停止を、画像
信号処理ユニットとの通信の中断と判断する。
【００１４】また、本発明に係る電子内視鏡の画像信号
処理ユニットは、撮像のための固体撮像素子を有するス
コープが接続され、固体撮像素子により得られる被観察
体の画像情報を処理し、画像情報を記録する画像信号記
録ユニットに画像情報を送出する電子内視鏡の画像信号
処理ユニットであって、スコープの接続の解除を検知す
る検知手段と、検知手段により検知されるスコープの接
続の解除の状態が所定の時間を超える場合、画像信号記
録ユニットにおける画像信号の記録を停止させるコント
ロール信号を画像信号処理ユニットに送出する記録停止
手段を備えることを特徴とする。
【００１５】また、本発明に係る電子内視鏡の画像信号
記録ユニットは、スコープにより撮像された画像情報を
処理する画像信号処理ユニットに接続される、電子内視
鏡の画像信号記録ユニットであって、画像信号処理ユニ
ットから送出される画像情報を所定の記録媒体に記録す
る画像信号記録手段と、画像信号処理ユニットとの通信
が中断された状態が所定の時間を超える場合、画像信号
記録手段による画像情報の記録を停止する画像記録停止
手段とを備えることを特徴とする。
【００１６】以上のように、本発明によれば、使用者に
よる手技の終了を示す状態が所定時間を超えると、画像
信号記録ユニットにおける画像信号の記録処理が停止さ
れる。即ち、体腔内の観察が終了しているにもかかわら
ず使用者が画像信号の記録処理の停止操作を忘れても、
画像信号の記録処理は自動的に停止される。従って、画
像信号の無駄な記録が回避され、電子内視鏡システムの
ハードウェア資源の浪費が防止される。
【００１７】スコープと画像信号処理ユニットとの通信
状態、若しくは画像信号処理ユニットと画像信号記録ユ
ニットへとの通信状態をチェックすることにより、手技
の終了を判断するため、手技終了のための専用の装置を
スコープや各ユニットに設ける必要がない。従って、部
品点数を増加させることがなく、経済的である。
【００１８】さらに、スコープに特別の装置を設ける必
要はなく、従来のスコープが使用できるため、電子内視
鏡システムとしての汎用性が高い。
【００１９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。図１は本発明に係る第１実施形態
が適用される電子内視鏡システムのブロック図である。
スコープ（電子スコープ）１０は可撓性導管（可撓管）
を有し、画像信号処理ユニット２０に着脱自在に接続さ
れる。スコープ１０の先端側には対物光学系とＣＣＤイ
メージセンサを備える撮像センサ１１が設けられてい
る。スコープ１０を画像信号処理ユニット２０に接続す
ると撮像センサ１１のＣＣＤイメージセンサはＣＣＤバ
ッファ回路（図示せず）を介して画像信号処理ユニット
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２０の初段信号処理回路２４に接続される。スコープ１
０内にはライトガイド１２が挿通されている。ライトガ
イド１２の出射端は、スコープ１０の先端まで延びてい
る。
【００２０】また、スコープ１０の操作部１３には、フ
リーズボタン１４、静止画コピーボタン１５、録画ボタ
ン１６が設けられる。これらのボタンを適宜操作するこ
とにより、画像信号処理ユニット２０において処理され
る画像信号の静止画記録あるいは動画記録が行なわれ
る。尚、各ボタンの操作と画像信号の記録の態様につい
ては後述する。
【００２１】画像信号処理ユニット２０のシステムコン
トローラ２１は電子内視鏡を全体的に制御するマイクロ
コンピュータである。即ち、システムコントローラ２１
は中央処理ユニット（ＣＰＵ）、種々のルーチンを実行
するためのプログラム、常数等を格納する読み出し専用
メモリ（ＲＯＭ）、データ等を一時的に格納する書込み
／読出し自在なメモリ（ＲＡＭ）から成る。
【００２２】スコープ１０を画像信号処理ユニット２０
に接続すると、ライトガイド１２の入射端は画像信号処
理ユニット２０内に設けられたキセノンランプあるいは
ハロゲンランプ等の白色光源（ランプ）を備える光源部
２２に光学的に接続される。ライトガイド１２の入射端
と光源部２２の間には、光源部２２のランプから射出さ
れライトガイド１２の入射端に入射する光束の光量を調
節するための絞り（図示せず）、及びランプの射出光を
ライトガイド１２の入射端に集光させるための集光レン
ズ（図示せず）が介在させられている。
【００２３】また、スコープ１０は、スコープ名やシリ
アルナンバー、撮像センサ１１が具備するＣＣＤイメー
ジセンサのタイプ等の諸情報が格納された読み出し専用
メモリ（ＲＯＭ）１７を備えている。スコープ１０が画
像信号処理ユニット２０に接続されると、システムコン
トローラ２１によりこれらの諸情報がＲＯＭ１７より読
み出される。システムコントローラ２１によるこの読み
出し処理は、所定のサイクルで繰り返し行なわれる。
【００２４】画像信号処理ユニット２０にはフロントパ
ネル２３が設けられ、このフロントパネル２３には種々
の表示灯や種々のスイッチが設けられる。電源スイッチ
（ＳＷ）２３１により画像信号処理ユニット２０の主電
源（図示せず）のＯＮ／ＯＦＦが切替えられ、点灯スイ
ッチ（ＳＷ）２３２により光源部２２のランプの点灯が
制御される。また、録画ボタン２３３を押すことにより
後述する画像信号の録画処理が行なわれる。
【００２５】点灯ＳＷ２３２からの信号に基づいてシス
テムコントローラ２１は光源部２２のランプ電源回路
（図示せず）に制御信号を出力する。システムコントロ
ーラ２１からの制御信号に従い、ランプ電源回路により
ランプへの給電が適宜制御される。
【００２６】さらに、光源部２２において上述のランプ
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の光射出側には回転式ＲＧＢカラーフィルタ（図示せ
ず）が介在させられる。回転式ＲＧＢカラーフィルタ
は、円板状の支持部材の周方向に所定の間隔をおいて設
けられる赤色（Ｒ）フィルタ、緑色（Ｇ）フィルタ、青
色（Ｂ）フィルタを有し，サーボモータあるいはステッ
ピングモータ等の駆動モータにより回転させられる。回
転式ＲＧＢカラーフィルタが回転させられると、ライト
ガイド１３の出射端の端面から赤色光、緑色光及び青色
光が順次射出させられて、被観察体は赤色光、緑色光及
び青色光により順次照明され、その各色の照明光下での
光学的被観察体像が撮像センサ１１の対物光学系によっ
てＣＣＤイメージセンサの受光面に順次結像させられ
る。撮像センサ１１はそのＣＣＤイメージセンサの受光
面に結像された各色の光学的被観察体像を１フレーム分
のアナログ画素信号に光電変換し、その各色の１フレー
ム分のアナログ画素信号は撮像センサ１１から順次読み
出される。このような面順次撮像方式に基づく撮像セン
サ１１からのアナログ画素信号の読み出しはスコープ１
０内に設けられたＣＣＤドライバ（図示せず）によって
行なわれる。
【００２７】スコープ１０のＣＣＤドライバにより、撮
像センサ１１からＲ、Ｇ、Ｂの各色の１フレーム分のア
ナログ画素信号が読み出され、初段信号処理回路２４に
入力される。初段信号処理回路２４にはプリアンプ、帯
域制御用ビデオフィルタ、ガンマ回路等が設けられてお
り、ＣＣＤドライバから出力されたアナログ画素信号の
増幅、ガンマ補正等の所定の画像処理が行なわれる。
【００２８】初段信号処理回路２４で処理された各色の
１フレーム分のアナログ画素信号はアナログ／デジタル
（Ａ／Ｄ）変換器（図示せず）によりデジタル画素信号
に変換され、各色毎に画像メモリ２５に格納される。画
像メモリ２５に格納された各色のデジタル画素信号は同
時に読み出され、各色の読み出しデジタル画素信号には
水平同期信号及び垂直同期信号等が付加される。即ち、
１フレーム分の三原色のデジタル画素信号は画像メモリ
２５からカラーデジタルビデオ信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）とし
て出力される。各色のカラーデジタルビデオ信号に拡
大、縮小、ノイズリダクション等の処理が施され、デジ
タル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換器（図示せず）によりそ
れぞれ１フレーム分のカラーアナログビデオ信号に変換
された後、後段映像信号処理回路２６に入力される。
尚、Ａ／Ｄ変換器、Ｄ／Ａ変換器における変換のタイミ
ング、画像メモリ２５への画素信号の取り込み、同期信
号の生成等はタイミングコントローラ２７により制御さ
れる。
【００２９】各色の１フレーム分のカラーアナログビデ
オ信号は後段映像信号処理回路２６においてローパスフ
ィルタを経た後に適宜出力レベルを調整され、アナログ
ビデオプリンタ３０及びアナログＲＧＢモニタ３１に送
られ、アナログビデオプリンタ３０による被観察体像の
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7
印刷が可能になると共に、アナログＲＧＢモニタ３１で
光学的被観察体像がカラー画像として再現される。
【００３０】また、後段映像信号処理回路２６において
適宜出力レベルを調整された各色の１フレーム分のカラ
ーアナログビデオ信号は画像ファイリング装置（画像信
号記録ユニット）４０に送られる。画像ファイリング装
置４０は、各種の演算処理、データ処理、プログラムの
実行制御を行なうシステムコントローラ４２と、画像メ
モリ４３と、ハードディスク（ＨＤ）４４とを有する本
体４１と、本体４１に接続されるキーボード４５、マウ
ス４６の入力装置を備える。
【００３１】画像信号処理ユニット２０の後段映像信号
処理回路２６から送られる各色の１フレーム分のカラー
アナログビデオ信号はデジタル画像データに変換された
後、各色毎に画像メモリ４３に格納される。スコープ１
０の録画ボタン１６を操作すると、録画開始を示すファ
イリングコントロール信号が画像信号処理ユニット２０
のシステムコントローラ２１からシステムコントローラ
４２へ伝送される。その結果、各色の１フレーム分のデ
ジタル画像データが画像メモリ４３から読み出され、動
画データを構成する１フレーム分の画像データとしてハ
ードディスク４４に記録される。即ち、録画ボタン１６
を一度押すことにより、１フレーム分のカラーアナログ
ビデオ信号が順次連続的に画像ファイリング装置４０に
送られて動画データの記録が開始される。この録画処理
中に再度、録画ボタン１６を押すと録画停止を示すファ
イリング制御信号がシステムコントローラ２１からシス
テムコントローラ４２へ伝送され、その結果、動画デー
タの記録は停止される。
【００３２】また、フリーズボタン１４が押されるとア
ナログＲＧＢモニタ３１の表示が一時停止され、アナロ
グＲＧＢモニタ３１に表示されていた画像の静止観察が
可能となる。アナログＲＧＢモニタ３１に表示された静
止画の保存が必要と判断された場合は、静止画コピーボ
タン１５を押すことにより、アナログＲＧＢモニタ３１
に表示された静止画の保存を示すファイリングコントロ
ール信号がシステムコントローラ２１からシステムコン
トローラ４２に伝送され、その静止画がハードディスク
４４に記録される。
【００３３】尚、以上の動画及び静止画のハードディス
ク４４への記録は、本体４１に接続されたキーボード４
５若しくはマウス４６を操作することによっても同様に
実行される。
【００３４】本体４１には、画像データの出力装置とし
てデジタルビデオプリンタ４７が接続され、デジタルビ
デオプリンタ４７を介してＶＧＡ（Video Graphic Arra
y）モニタ４８が接続される。従って、デジタルビデオ
プリンタ４７により色調整等が施された画像と同様の画
像がＶＧＡモニタ４８に再現される。
【００３５】図２は、画像信号処理ユニット２０のシス
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テムコントローラ２１における録画制御の処理手順を示
すフローチャートである。使用者による以下の３つの操
作が行なわれると、ステップＳ１００において録画開始
コマンドが画像ファイリング装置４０のシステムコント
ローラ４２に伝送される。
【００３６】第１の操作は使用者によりスコープ１０の
録画ボタン１６（図１参照）が押される場合である。ス
コープ１０の録画ボタン１６が押されると、画像信号処
理ユニット２０のシステムコントローラ２１へ録画ボタ
ン１６が押されたことを示す信号が伝送され、録画を開
始するファイリングコントロール信号が画像信号処理ユ
ニット２０のシステムコントローラ２１から画像ファイ
リング装置４０のシステムコントローラ４２へ伝送され
る。
【００３７】第２の操作は、使用者により画像処理ユニ
ット２０のフロントパネル２３の録画ボタン２３３（図
１参照）が押される場合である。フロントパネル２３の
録画ボタン２３３が押されたことをシステムコントロー
ラ２１が検知すると、録画を開始するファイリングコン
トロール信号がシステムコントローラ２１からシステム
コントローラ４２へ伝送される。
【００３８】第３の操作は、使用者により画像ファイリ
ング装置４０の本体４１に接続されたキーボード４５か
ら録画開始のコマンドが入力される場合である。コマン
ド入力と同時に画像ファイリング装置４０の本体４１に
おいて録画処理が開始されると共に、本体４１のシステ
ムコントローラ４２からシステムコントローラ２１へ録
画が開始されたことを示す信号が伝送される。
【００３９】上述の第１の操作又は第２の操作により、
画像信号処理ユニット２０のシステムコントローラ２１
から画像ファイリング装置４０のシステムコントローラ
４２へ録画開始のファイリングコントロール信号が伝送
されるか、あるいは第３の操作により画像ファイリング
装置４０のシステムコントローラ４２から画像信号処理
ユニット２０のシステムコントローラ２１へ録画が開始
されたことを示す信号が伝送されると、ステップＳ１０
２で、時間経過を示す変数ｔに「０」がセットされ初期
化される。
【００４０】次いでステップＳ１０４で、スコープ１０
が画像信号処理ユニット２０に接続されているか否かが
チェックされる。上述のように、スコープ１０が画像信
号処理ユニット２０に接続されている状態においては、
システムコントローラ２１により所定のサイクルでＲＯ
Ｍ１７からスコープ１０やＣＣＤイメージセンサに関す
る諸情報が読み出される一方、ＣＣＤイメージセンサか
ら被観察体像の画像情報がシステムコントローラ２１に
伝送される。従って、上述の諸情報の読み出しが不可能
になり、また画像情報の伝送が停止されたら、スコープ
１０が画像信号処理ユニット２０から外された、すなわ
ち、スコープ１０の接続が解除されたと判断される。
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9
【００４１】ステップＳ１０４において、システムコン
トローラ２１によりスコープ１０は接続されていると判
断されると、ステップＳ１０２へ戻り、スコープ１０が
外されていると判断されるとステップＳ１０６へ進む。
【００４２】ステップＳ１０６で所定の時間ｓが経過し
たかチェックされ、時間ｓが経過していればステップＳ
１０８へ進み、変数ｔの値に時間ｓが加算される。時間
ｓの経過は、システムコントローラ２１のＣＰＵのクロ
ックの周期に合わせて判断される。即ち、変数ｔの値の
更新は、システムコントローラ２１のＣＰＵのクロック
の周期に合わせた秒単位で行なわれる。
【００４３】ステップＳ１１０において変数ｔの値が閾
値αと比較される。第１実施形態において閾値αは例え
ば５秒に設定される。変数ｔの値が閾値α以下であるこ
とが確認されたらステップＳ１０４へ戻り、以降の処理
が繰り返される。
【００４４】変数ｔの値が閾値αを超えていることが確
認されるとステップＳ１１２へ進み、システムコントロ
ーラ２１から画像ファイリング装置４０のシステムコン
トローラ４２へ録画停止を示すファイリングコントロー
ル信号が伝送される。その結果、画像ファイリング装置
４０における録画処理が停止される。
【００４５】図３は、画像ファイリング装置４０のシス
テムコントローラ４２における録画制御の処理手順を示
すフローチャートである。ステップＳ２００で、画像信
号処理ユニット２０のシステムコントローラ２１から受
信したファイリングコントロール信号が録画開始のファ
イリングコントロール信号であることが確認されると、
ステップＳ２０２において録画処理が開始される。即
ち、画像メモリ４３に格納された画像情報が読み出さ
れ、ハードディスク４４に記録される。
【００４６】ステップＳ２００で受信したファイリング
コントロール信号が録画開始を示すものではないことが
確認されたらステップＳ２０４へ進み、そのファイリン
グコントロール信号が録画停止のファイリングコントロ
ール信号であるかチェックされる。録画停止を示すファ
イリングコントロール信号であることが確認されると、
ステップＳ２０６で、画像情報のハードディスク４４へ
の記録処理が停止される。このように、システムコント
ローラ２１からのファイリングコントロール信号の受信
は、常時、システムコントローラ４２によりモニタされ
ている。
【００４７】以上のように、第１実施形態においては、
スコープ１０が画像信号処理ユニット２０から外されて
いる状態が５秒を超える場合、手技が終了したと判断さ
れ、画像ファイリング装置４０における録画処理が停止
される。
【００４８】図４は、本発明に係る第２実施形態が適用
される電子内視鏡システムの画像信号処理ユニットにお
ける、録画制御の処理手順を示すフローチャートであ

10
る。尚、第２実施形態が適用される電子内視鏡システム
のシステム構成は、図１に示す第１実施形態のシステム
構成と同様である。ステップＳ３００及びＳ３０２にお
いて、図２のステップＳ１００及びＳ１０２と同様の処
理が行なわれる。即ち、録画開始を示すファイリングコ
ントロール信号が画像ファイリング装置４０に伝送さ
れ、変数ｔが初期化される。
【００４９】次いで、ステップＳ３０４で光源部２２の
ランプが点灯しているか否かがチェックされる。通常、
手技が終了してスコープ１０が体腔内から取り出された
後は、被観察体に照明光を照射する必要がなくなるた
め、使用者はフロントパネル２３の点灯ＳＷ２３２を押
し、光源部２２のランプをオフにする。換言すれば、点
灯ＳＷ２３２が押され、ランプがオフされるという状況
は、手技の終了を示す。従って、第２実施形態において
は、システムコントローラ２１により、ランプがオンし
ている状態で点灯ＳＷ２３２が押されたことが確認され
たら手技の終了と判断される。
【００５０】ステップＳ３０４で光源部２２のランプが
オンであることが確認されるとステップＳ３０２へ戻
り、ランプがオフされたことが確認されるとステップＳ
３０６へ進む。ステップＳ３０６以降の処理は、図２の
ステップＳ１０６以降の処理と同様であるので説明は省
略する。また、第２実施形態において、画像ファイリン
グ装置４０のシステムコントローラ４２における処理
は、図３のフローチャートに示す処理手順と同様に行な
われる。
【００５１】以上のように、第２実施形態においては、
光源部２２のランプのオフ状態が５秒を超える場合、手
技が終了したと判断され、画像ファイリング装置４０に
おける録画処理が停止される。
【００５２】図５は、本発明に係る第３実施形態が適用
される電子内視鏡システムの画像ファイリング装置にお
ける録画処理の制御手順を示すフローチャートである。
尚、第３実施形態が適用される電子内視鏡システムのシ
ステム構成は、図１のブロック図に示すシステム構成と
同様である。ステップＳ４００で、画像信号処理ユニッ
ト２０のシステムコントローラ２１から伝送されたファ
イリングコントロール信号が、画像情報の録画を示すコ
マンドであることが確認されると、ステップＳ４０２へ
進み、変数ｔが初期化され「０」がセットされる。
【００５３】次いで、ステップＳ４０４で、使用者によ
る手技が終了したか否かがチェックされる。ここで、第
３実施形態における手技の終了判断について説明する。
上述のように、スコープ１０が画像信号処理ユニット２
０に接続され使用者による手技が行なわれている状態に
おいては、ＣＣＤイメージセンサから読み出され画像信
号処理ユニット２０で処理された１フレーム分のカラー
アナログビデオ信号が、後段映像信号処理回路２６から
順次連続的に画像ファイリング装置４０に送られてい
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る。手技が終了し、画像信号処理ユニット２０のフロン
トパネル２３の電源ＳＷ２３１が押され、画像信号処理
ユニット２０の電源がオフされると、カラーアナログビ
デオ信号の伝送が停止される。従って、第３実施形態に
おいては、画像ファイリング装置４０のシステムコント
ローラ４２が、カラーアナログビデオ信号の同期信号成
分を常時、モニタし、同期信号成分の伝送が中断された
ら手技の終了と判断する。
【００５４】また、画像信号処理ユニット２０のシステ
ムコントローラ２１から画像ファイリング装置４０のシ
ステムコントローラ４２には、上述のように、録画の開
始及び停止、静止画の保存等を示すファイリングコント
ロール信号が伝送されている。手技が終了し、フロント
パネル２３の電源ＳＷ２３１が押され、画像信号処理ユ
ニット２０の電源がオフされると、ファイリングコント
ロール信号の伝送も中断される。従って、第３実施形態
において、システムコントローラ４２がファイリングコ
ントロール信号を常時、モニタし、ファイリングコント
ロール信号の伝送が中断されたら手技の終了と判断して
もよい。
【００５５】ステップＳ４０４で手技が終了していると
判断されたら、ステップＳ４０６へ進む。ステップＳ４
０６～Ｓ４１０までの処理は、図２のステップＳ１０６
～Ｓ１１０までの処理と同様である。即ち、ステップＳ
４０６で時間ｓが経過したかチェックされ、時間ｓが経
過していたらステップＳ４０８で、変数ｔの値に時間ｓ
が加算される。
【００５６】ステップＳ４１０で変数ｔの値が閾値αと
比較される。第３実施形態において閾値αは第１実施形
態と同様、例えば５秒に設定される。変数ｔの値が閾値
α以下であることが確認されたらステップＳ４０４へ戻
り、以降の処理が繰り返される。ステップＳ４１０で変
数ｔの値が閾値αより大きいことが確認されたら、ステ
ップＳ４１２において、システムコントローラ４２によ
りハードディスク４４への記録処理が停止される。
【００５７】以上のように、第３実施形態においては、
画像信号処理ユニット２０から画像信号若しくはファイ
リングコントロール信号が伝送されてこない状態が５秒
を超える場合、手技が終了されていると判断し、画像信
号の記録が停止される。
【００５８】
【発明の効果】以上のように、本発明によれば、スコー
プを用いた手技が終了したと判断されると画像情報の録
画処理が停止される。従って、使用者が録画停止の操作
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を怠ったとしても無駄な録画処理が防止され、ハードウ
エア資源の浪費が回避される。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る第１実施形態が適用される電子内
視鏡システムのブロック図である。
【図２】第１実施形態の電子内視鏡システムの画像信号
処理ユニットにおける画像情報の録画処理の制御手順を
示すフローチャートである。
【図３】第１実施形態の電子内視鏡システムの画像ファ
イリング装置における画像情報の録画処理手順を示すフ
ローチャートである。
【図４】本発明に係る第２実施形態が適用される電子内
視鏡システムの画像信号処理ユニットにおける画像情報
の録画処理の制御手順を示すフローチャートである。
【図５】本発明に係る第３実施形態が適用される電子内
視鏡システムの画像ファイリング装置における画像情報
の録画処理の制御手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１０  スコープ（電子スコープ）
１１  撮像センサ
１２  ライトガイド
１３  操作部
１４  フリーズボタン
１５  静止画ボタン
１６  録画ボタン
２０  画像信号処理ユニット
２１  システムコントローラ
２２  光源部
２３  フロントパネル
２４  初段信号処理回路
２５  画像メモリ
２６  後段映像信号処理回路
２７  タイミングコントローラ
３０  アナログビデオプリンタ
３１  アナログＲＧＢモニタ
４０  画像信号記録ユニット
４１  本体
４２  システムコントローラ
４３  画像メモリ
４４  ハードディスク
４５  キーボード
４６  マウス
４７  デジタルビデオプリンタ
４８  ＶＧＡモニタ
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